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第 １４ 号

3月現在会員数

個 人： 66人

法 人： 2団体

2007年3月17日 発行 題字：杉野 雅子

皆さん如何お過ごしですか

かたつむり21事務局長 松木 彰造

暖冬を引き継ぎ、桜の開花も例年

になく早いと思われた今春ですが、

ここに来て寒暖の激しい気候にな

り、少し遅れそうです。皆さんいか

がお過ごしですか。

14回目の機関紙の発行となりま

したが、今回は、本会の発足時から

継続実施されておりますお馴染みの

「オータムキャンプ」と「SGとの

合同新年会」の特集を組みました。主に「オータムキャン

プ」「新年会」に初めて参加した方々を中心に原稿をお願い

しました。

恒例の「能勢オータムキャンプ」は、2001年から始ま

り、昨年11月のキャンプで6回目となりました。

当初は、かたつむり21の会員を中心に多くの方々の参加

がありましたが、回を重ねるごとに参加するメンバーも固

定化する傾向が見られ、参加者が20名前後の年が2、3年

続きました。

そこで、プログラムの内容や食事面での工夫を重ね、集

合場所も大阪市内に変更するなど参加しやすい環境づくり

に取り組んできました。また「誰でも参加できるキャンプ」

の趣旨を生かし、オープンな行事として本会の会員やSG

メンバーの知人・友人への呼びかけを精力的におこなって

きました。その甲斐あって、かたつむり21会員以外の参加

者も徐々に増え、昨年は、かたつむり21会員13名、SG

メンバー12名、知人友人6名、と総勢31名の方々に参加

していただきました。

また、「SGとの合同新年会」も6回目となりました。こ

れまでは、本会会員を中心にSG委員会メンバーが参加す

る形でしたが、今年は、SGの一般メンバーも多く参加し

ていただき、かたつむり21会員11名、SGメンバー10名

の21名で楽しく盛り上がりました。

このようにＳＧメンバーの参加者数が増加してきたのは、

SGとかたつむり21の垣根が低くなり、「かたつむり21」

の事業内容がSGメンバーの多くに理解され、受け入れら

れつつあるものと思います。いずれにしても、現役とＯＢ

のスムーズな意思疎通を実感することが出来ました。

この流れを止めることなく、お互いの活動及び事業は尊

重しつつ、ある時は垣根を取り払って、障害児者の自立を

応援するための新たな活動に取り組むことが出来ればと考

えています。

衣類提供のお礼お願い

いつも衣類提供にご協力をいただき、ありがとうござい

ます。事務所をお借りしている大阪婦人ホームでは、女性

用、子供用の衣類(特にジャージ類)の他、ベビーカー、乳

児用チャイルドシートなども必要とされています。

お家で眠っているものがありましたら、引き続きご協力

をお願いいたします。

(連絡先：杉野雅子 072-792-2488)

会員拡大のお願い

本会は、会員の皆さまからの会費及び寄付のみによって

維持しております。

会員であることのメリットは何もありませんが、SG活

動を今後とも安定的に継続して行くためには、多くの方に

会員になっていただく必要があります。是非、会員になっ

て下さる方をご紹介下さい。

公園の清掃にご協力を！

本会では、役員会を中心に毎月第２土曜日に、事務所を

お借りしている大阪婦人ホーム北隣りの豊崎南公園の清掃

活動を行っていますが、なかなか人数が集まらない現状で

す。毎月メールでお知らせしておりますが、是非、皆さま

方のご協力をお願いします。

SG後援会「かたつむり21」

531-0072 大阪市北区豊崎３丁目11番1号

旧大阪婦人ホーム 内

会長：黒川 芳朝 事務局長：松木 彰造

電話・FAX：072-661-4625 (松木)

Mail：nra25704@nifty.com (松木)
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第6回 能勢 Autumn Camp 開催報告
とき：平成18年11月18日(土)～19日(日) ところ：ダイヘンキャンプ場(大阪府豊能郡能勢町倉垣)

参加者：総勢31名

今回のテーマ

“能勢の秋と囲碁ゲームの魅力”

なんだか夢中に… 松永 幸子(番長)

こんにちは。SGに入って3年目の

松永です。

11月の能勢はとてつもなく寒く、

しかも雨まで降る始末。しかしながら、

参加されたおじさま・おばさま・お子

さま方はみんな元気！元気！で準備の

ときからワイワイ。

夕飯は、『電気がつかない !!! 』な

どの小規模事件はあったものの…結局

(やっぱり？)、いつもの外のオシャレ･ダイニングで「しし

鍋」をいただくことに。すごい量のしし肉。そしてお酒。

どちらもおいしかったですね。やっぱり大勢の人と一緒に、

それと外で火を囲んで食事するってすごくイイ !! と感じ

ました ★

その後は今回のテーマでもある『囲碁』タイム !?!? 正

直、わたしはそれまで囲碁に全く興味がなく…。班対抗で

打っていたのですが、やっているうちに、だんだんだんだ

んと…夢中になっている自分がいました。

気づけば、いなしょう(稲田昌平)や、まさよ(清石真代)た

ちとむきになって黒川さんの出す難題にとっかかろうと頭

をひねっていました。なんだか夢中になってしまう不思議

な気分でしたが、楽しかったことは確かです ★

その晩はみんなで寒い寒いお外でいろんなお酒を飲み、

気づけば午前4時…眠かったです。翌日もおいしいご飯を

食べたり、アルゴリズム体操をしたり、囲碁を楽しんだり

と、盛りだくさんでした。

本当に、いろんな人の好意とか、協力とか、優しさとか、

目に見えないたくさんのものがあったからこそ、今回もこ

のオータムキャンプが成功し、思い出に残るものになった

んだと感じました。少しでも役に立てるように、私もこっ

そり頑張っていこうと思います ★

子連れで参加しました 松井 加奈子(おかも)

ご無沙汰しております。昨年のオー

タムキャンプではお世話になりまし

た。7歳、3歳の息子らを連れて参加

させていただきました“おかも”です。

私は久しぶりのキャンプに、かなり

ハイテンションで夢の中の出来事のよ

うに一泊二日を過ごさせていただきま

した。

テーマが囲碁と聞いて「なんで囲碁なん？(笑)」と思い

つつも挑戦してみると、囲碁の奥の深さに驚かされたり、

SGの若い人たちのパワーに感心しちゃったり、懐かしい

メンバーたちとお酒を飲んで騒いだり語り合ったり…。

やっぱりキャンプは最高です！

息子らは想像してたのとちょっと違ったようですが、私

の心配をよそに、いろいろな人たちとかかわってもらって、

とてもいい経験をさせてもらいました。

残念ながら、お天気には恵まれず、一緒に参加した広大

クンやあすみちゃん、息子たちにキャンプファイヤーを見

せてあげることができなかったのは、本当に残念でしたが、

私にとっては雨でも晴れても楽しい元気をくれるキャンプ

でした。

食堂さんごちそう、たくさんありがとうございました。

いろいろ準備などでお世話をおかけしたスタッフのみなさ

ん、ご苦労さまでした。



- 3 -

初めて参加して 今井 悦子

能勢のダイヘンキャンプ場に来た

のは16歳のキャンプ以来で、オー

タムキャンプに参加してキャンプ場

がすっかり変わっているのに驚きま

した。

いくつもキャビンがあったり、畳

があるなんて…。あばらや宮殿の想

い出が昨日のことのようでした。

囲碁は家にはあったのですが、ル

ールを知らなかったので、わかることができてとても良か

ったです。

キャンプの夕食は「ボタン鍋」でした。とても美味しく

初めての味を楽しみました。デザートもありました。

能勢の山にやさしい雨が降っていました。紅葉が一夜過

ぎるとキャンプ場のスロープで絵のようになっていました。

好天に向かう山から立ちのぼる霧が“また、おいで”と

言ってくれているようで、能勢の道の駅に行ってみたくな

りました。

今年も参加できるといいなぁ…、オータムキャンプ。

自然と遊び自然に学ぶ

平田 紀男

♪ キャンプだホイ! キャンプだホ

イ!! キャンプだホイ･ホイ･ホイ!!! の

能勢オータムキャンプから早4ヶ月

が経とうとしています。緑豊かな能

勢の里で大きな笑い声が山間にこだ

まし、気分の高揚を抑えることが出

来ませんでした。

和気あいあいとした雰囲気の中、老若男女の異年齢の人

達が交流しワイワ

イがやがや語り合

えたことはなんと

素晴らしかったこ

とでしょう。

また、キャンプ

の楽しみのひとつ

である食事も新鮮

な材料を使った「ぼ

たん鍋」や沢山の具が入った「大鍋カレー」、漬物の美味し

かったことなどが走馬灯のように想いだされます。

今回、初めてお披露目された「いつでも」「どこでも」「誰

にでも」出来るペットボトルの蓋を使った囲碁ゲームの出

会い、楽しさは格別でした。簡便なこの囲碁ゲーム(スタイ

ル)をわが町明石でも身近なコミュニケーションゲームとし

て普及していきたいと考えています。

スピードや効率が問われる最近の世の中にあって私が忘

れかけていた自然と遊び自然に学ぶことを改めて感じさせ

てくれた2日間でした。みなさま有難うございました。

お世話になりました 広内 逸子

去年のキャンプでは、お世話にな

り、大変嬉しく、とっても楽しかっ

たです。ありがとうございました。

連日雨でちょっと憂鬱になりまし

たが、でも、室内で囲碁教室が開か

れ、とっても上手に教えてくれたの

で分かりやすく、皆がわいわい言う

て面白かったです。

それに、懐かしい人に会ってとても嬉しかったです。と

っても落ち着いたキャンプでした。

SGの最近の活動報告・予定 中間 秀行(SG副委員長)

いつもサービスグループグループの活動にご協力、ご支援ありがとうございます。

さて、最近の活動報告と今後の予定をお知らせします。

11月5日、秋の遠足を神戸の「平磯海づり公園」で魚釣りを楽しみました。メンバー5名、リーダー12名参加で、

お天気も汗ばむ陽気であり、成果も3匹ほど釣れました。

12月10日、光陽養護学校の光友会館でクリスマス会を行い、ゲームやケーキつくりなどで

楽しい時間を過ごしました。参加者は、メンバー11名、リーダー12名でした。

2月25日、恒例のもちつき大会を中津のSG事務所の中庭で行い、メンバー、リーダー合わせ

て44名が参加し盛大に行いました。

また、今年の遠足ですが、５月の中旬ごろを予定しています。内容は体験型遠足を考えていま

す。委員会で模索しているのは吹田辺りで市民農園をお借りして維持管理の問題はありますが、

春は種まき、秋は収穫ができないかと考えています。

キャンプについてはキャンプ場がまだ決まっていませんので早期にキャンプ場を決定し、課題

であるキャンパー集め等を進めていきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。
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2007年・SG･かたつむり21合同新年会

～わいわい･がやがや レポート～
とき：平成19年1月21日(日)

ところ ：お喋り居酒屋『居心伝』道頓堀店 参加者：21名

ビンゴゲーム景品提供：特に今回は匿名希望(かたつむり21)

のむり、ありがと。 清石 真代(まさよ)

皆さん、お久しぶりです。かたつむり＆ＳＧ合

同新年会の感想をと依頼されたのですが、何を書

けば良いのやら…。”新年会”という名の「飲み＆交流会」でしたが、2007年初の顔合わせで

たくさんの人が集まれたので、今年のSGも居心伝も(笑)、良い発展が期待出来ると感じました。

恒例のビンゴゲームが終わってから、のむり(辻野由美子さん)が近づいてきて、賞品のイオン

ドライヤーを何故だか投げやりに“も～～、あげるわあ～”と言ってくれました。後で考えると、

Why？ 不思議で仕方ありませんが、有り難く使わせて頂いてます。

と、まあ、いつもの事ながら、楽しい時間はあっという間に過ぎてしまいましたが、一回りも二回りも、三回り？も違

う世代の様々な職種の人達が集まって、いろんな話が聞けてとても貴重な経験が出来たと思います。

このように、普段なら出逢えないような方々と交流出来るというだけでも、とてもすばらしい事で、サービスグルー

プならではだなと思いました。てなわけで、今後ともよろしくお願いしまっす ☆☆

とても楽しかった

小川 大輔(ポリスマン)

初めて新年会に参加させてもらいました。去

年の夏のキャンプで知り合った人や、新年会で

初めて会った人、いろんな人といろんな話が出

来てすごく勉強になりました。ビンゴゲームも

楽しく、たくさんの景品を頂けてとても楽しか

ったです。

去年は夏のキャンプしか参加出来ませんでしたが、今年は時間さえ合えば色んな行事に積極

的に参加して行きたいと思います。よろしくお願いします！

関空の新滑走路を車いすで

黒川 芳朝(かたつむり21会長)

関西国際空港では、今年の8月2日

に第二滑走路がオープンします。

これを記念して、この5月13日(日)

に、「2007新地球 Run in KIX」と

いうイベントが開催されます。

これまでも何度か同様イベントが行

われてきましたが、今回初めて「車い

すマラソン」が行われます。マラソンといっても2kmです

し、介助者が押してもよく、走る必要はありません(逆に危

険です)ので、多くの方に参加してほしいと思います。

国内最長(4000m)の滑走路に立ち入れるのは、今回が

最後です。かたつむり21では、参加希望者を募り一括して

申し込みたいと考えています。車いすの方に個別に連絡す

る予定ですが、お知り合いで興味のある方がおられました

ら、事務局長までお問い合わせ下さい。

編集後記

忙しくて活動に参加できない方々、遠方でなかなか会

えない方々とのキャッチボールができたら…との願いも

込めた広報誌「かたつむり21」。

今回14号発行となったが、内容も情報提供者も固定

化しつつあることは否めない。

活動状況を遠くの会員に届けることはもちろん、もう

一段階ステップアップするため、グループの活動を取り

巻く社会の動き、外部の情報等、少し視野を広げたい。

「本当にキャッチボールできてる？」との反省をこめ

て。 (杉野 雅子)


